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⑬ 学校教育の記録（一覧表）

⑭ 学校の記録（通級 （一覧表））

⑮ 学校教育の記録（支援シート）

⑯ 個別の移行支援計画

⑰ 福祉・労働の記録（一覧表）

⑱ 福祉・労働の記録（支援シート）

⑲ 所持している手帳

⑳ 支援ネットワーク図

○ ネットワーク図

○ 支援内容等一覧

○ 困ったときの相談先

○ 行政機関・関係機関・関係団体等連絡先

一覧
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( ) 相談支援ファイル「夢 すこやか ファイル」の仕様等5
○ Ａ４判で作成する。長期にわたって使用するため厚手の用紙を使う。

○ シートが不足したときに，追加できるように，また，保護者や本人が関係機関へ

の情報提供として，新たに入れたい情報を挿入できるように，リング式ファイルを

使用する。ファイルは長期にわたって使用するため丈夫なファイルとする。

○ 統一した様式として各シートを作成し，保護者や関係機関が記入できるようにす

る。様式を統一することにより，関係機関がスムーズに情報を記入したり，情報を

取り入れたりすることができ，様式の違いで戸惑うことがなくなる。

， ， 。○ 各シートは 最低限 これだけの情報は入れておきたいという視点から作成する

( ) 相談支援ファイル「夢 すこやか ファイル」の周知を図るための啓発リーフレッ6
トの作成

○ Ａ４判で表裏のカラー印刷で作成する。

( ) 相談支援ファイル使用の本格実施7
次の要領で，本格実施を行うことにする。

１ ファイルの配布方法

(1) 相談支援ファイルの利用を希望する特別な配慮や支援を要する幼児児童生

徒の保護者は，利用申込書を記入し，ファイルを常備している各機関へ提出

し，ファイルの発行を受ける。

※ ファイル常備場所：市教育委員会学校教育課，児童デイサービス，児

童通園施設，保健所，保健センター

※ 公立の幼稚園，小学校，中学校，高等学校の障害のある幼児児童生徒
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の場合は，幼稚園，学校が一括して学校教育課に直接申し込み，学校教

（ ， ）。育課でファイルを受け取る それ以外は 最寄りの常備場所へ申し込む

(2) 各機関等は，ファイル発行後，利用申込書を学校教育課へ送付する。学校

教育課は利用申込書を保管し，使用者名簿を作成する。

２ 配布するファイルの中身

○ 生育歴の３歳～６歳までのシートは，学齢児には配布しない。

○ 福祉労働の記録（一覧表 （支援シート）は，未就学児には配布しない。）

学齢児並びに，学齢時期になったときに配布する。

○ 支援ネットワーク図は希望する場合，配布する

３ ファイルの啓発

(1) 相談支援ファイルを取り扱う関係機関等の窓口にステッカー・ポスターを

掲示してもらう。

(2) 啓発リーフレットについて

○ 啓発リーフレットは，３歳児健診で配布する。

○ 啓発リーフレットは，今後，児童デイサービス等において，ファイルを

もらっていない幼児児童生徒の保護者へ配布する。

４ 予備シート

○ 追加して使用するシートについては，予備シートとして，学校教育課，児

童デイサービス，児童通園施設，保健所，保健センター，その他，希望する

関係機関等に常備しておく。

○ 予備シートにはページは打たない。

○ シートは，ダウンロードできるようにする （用紙は個人負担）。

ＵＲＬ http://www.keinet.com/sien/

利用申込書は，次のような内容となる。

○ 申請日，申請者住所，申請者氏名を記入し，押印する。

○ 利用対象の幼児児童生徒の氏名，性別，生年月日，年齢を記入する。

○ 相談支援ファイル「夢 すこやか ファイル」をどのようにして知ったか，回答

する（複数回答可 。）

（ ）友人の紹介 （ ）ポスター （ ） 啓発リーフレット

（ ）病院の紹介 （ ）保健所・保健センターの紹介

（ ）児童デイの紹介（ ）幼稚園の紹介

（ ）保育所の紹介 （ ）小・中・高等学校の紹介

（ ）行政機関の紹介

（ ）その他（詳細を，下の□の中に，お書きください ）。

※ 申込書は，鹿児島市教育委員会学校教育課に提出され，保管されます。

※ 個人情報が，他のことに使われることはありません。
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４ 学生支援員を活用した取組

( ) 学生支援員の配置に当たって1
○ 学生への面接の実施

希望した動機や，これまでの経験や特技など確認し，配置校決定の参考にした。

また，幼児児童生徒とかかわる以上は深い愛情をもって支援に当たること，体罰が

あってはならないこと，担任の指示の下で支援に当たること，守秘義務や，服装，

交通安全などの指導を行った。

○ 学生支援員の派遣校の決定

年度初めに特別支援教育支援員の配置を希望した学校の内，支援員を配置できな

かった小中学校の中から，学生支援員派遣の必要度の高い学校に派遣した。学生支

援員の支援日数等を考慮し，複数配置も行った。

( ) 成果2
学校から次のような意見や評価が寄せられた。

○ 学生支援員の支援で，個に応じたきめ細かい指導ができるようになった。

○ 学生支援員は，毎回，児童との会話やかかわりの中に何かを見いだし，周りに大

きな影響を与えてくれている。

○ 教室以外の活動では落ち着かない児童が，学生支援員と一緒にいることで，みん

なと活動できていた。

○ 補装具を付けている児童に対する学生支援員の移動支援は，大変助かっている。

○ 支援の必要な児童へ，適切な言葉掛けができている。

○ 学生支援員と事前に打ち合わせをすることで，連携がうまくいくようになった。

○ 学生支援員が，鍵盤ハーモニカにセロテープを用い階名を書いたところ，児童が

メロディーをふけるようになり，意欲的に学習に参加するようになった。

○ 児童がめあてや学習課題をノートに視写しやすくなるよう，学生支援員が，ボー

ドを活用し支援に当たることで，児童のノートをとる速さが以前より速くなり，ス

ムーズに学習を進めることができている。

○ 学生支援員の補助により，児童が困っているときにすぐに対応してもらえること

から，児童が安心して学習に取り組むようになった。

， 。○ 不登校傾向にある生徒が 学生支援員が来る日には喜んで登校するようになった

○ 学生支援員は，生徒に，丁寧に地図帳の見方を教えたり，計算を丁寧に説明した

りするなど本当によく頑張ってくれている。生徒も喜んで学習に取り組んでいる。

５ おわりに

本年度，特別支援教育グランドモデル地域の指定を受け，相談支援ファイル「夢 す

こやか ファイル」が完成し，本年度末に，使用を希望する保護者に配布したところで

ある。４月から５月にかけて 「夢 すこやか ファイル」を取り扱う関係機関の窓口，

に「ステッカー」を掲示し，その活用がスタートすることになる。本ファイルが，ツー

ルとして確実に活用される体制づくりは急務といえる。そして，本ファイルを通して，

対象の幼児児童生徒が必要な支援・適切な指導を受け，楽しく充実した毎日の生活を送

ることができるよう，今後もその充実を図っていきたい。


